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「おにぎり」の今昔物語 

日本人の主食と言えば何をイメージしますか。多くの方が「お米（ごはん）」と答えるのでは

ないでしょうか。お米は、弥生時代に稲作が伝来して以来、現代まで日本人のお腹を満たしてき

ました。さて、今回紹介する図書は『おにぎりの文化史』です。「おにぎり」は、家庭でもお手

軽に作ることができ、コンビニなどでもたくさんの種類の「おにぎり」が並べられています。お

米を主食とする私たち日本人のソウルフードと言っても過言ではないのではないでしょうか。 

『おにぎりの文化史』では、様々な角度から「おにぎり」の歴史を分かりやすく紹介していま

す。その中から３つのエピソードを紹介します。 

まず１つ目は、昔の文字資料から見る「おにぎり」についてです。現在放送中のＮＨＫ大河ド

ラマ『光る君へ』の主人公・紫式部の代表作『源氏物語』に「おにぎり」が記されています。桐壺
きりつぼ

の巻では、光源氏の元服
げんぷく

の席で「とんじき」が振舞われたとされています。また、江戸時代後期

の『貞
てい

丈
じょう

雑記
ざ っ き

』によると、「とんじき」とは強
こわ

飯
いい

を鳥の卵のように固めた握り飯だと記されてい

ます。つまり元服の儀式に出席していた人々に「おにぎり」が振舞われたと考えられます。 

では当時の「おにぎり」とはどのような形だったのでしょうか。それが２つ目のエピソードで

す。昔の絵画に「おにぎり」はどう描かれていたのでしょうか。室町時代に制作された『酒
しゅ

飯論
はんろん

絵巻
え ま き

』では「おにぎり」が握られるシーンが描かれています。この絵巻は、酒好きと飯好きが議

論を戦わせるという内容で、この中で「おにぎり」が登場し

ます。絵巻に添えられている詞書
ことばがき

では「鳥の子にきり」と記

されており、卵形をした大きな「おにぎり」だったようです。

詞書にはこの他にも粟飯や麦飯が登場しています。絵巻を見

ても赤い粒が入っているコメや桶の横には「おにぎり」に入

れるであろう具が描かれており、当時から様々な具を入れて

いたことが分かります。現代の「おにぎり」と似ていますね。 

最後に紹介するエピソードは「駅弁」です。「おにぎり」と「駅弁」にどんな関係が？と思わ

れた方もいるかもしれません。諸説ありますが、日本駅弁第１号は 1885 年の栃木県宇都宮駅で

発売されたもので、「おにぎり」２個とたくあんを竹の皮で包んだ弁当だった

と言われています。勝手なイメージかもしれませんが、「おにぎり」というと、

竹の皮に包まれている「おにぎり」とたくあんを想像します。そのイメージの

始まりが駅弁だったのですね。因みにお値段は当時の金額で５銭。当時はうな

丼１杯 10 銭だったと言われていますので、かなり良いお値段の「おにぎり」

だったと言えるではないでしょうか。 

本書ではこの３つのエピソードの他にも「おにぎり」にまつわる面白いエピ

ソードが掲載されていますので、ぜひ手に取ってみてください。 

図 書 室 だ よ り 
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酒飯論絵巻（おにぎりの文化史より） 

おにぎりの文化史 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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